公務災害の防止目標について

〔Ｈ24.2 福利課（地方公務員災害補償基金）〕

１　趣　旨

　公務災害では，もう少し注意を払っていれば防止可能な災害が多く，また，毎年，同じような災害が繰り返し発生している。

このため，基金広島県支部では，平成２１年度，２２年度に認定をした公務災害事例を分析し，頻出する１５の発生事例を抽出した上で，それらを「発生頻度」，「重症度」，「防止容易度」の観点から３つの目標区分を設定し，公務災害の積極的な防止に取り組みこととした。
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２　中期的に目指すべき姿

３　目標区分
	目標区分
	災害事例の類型

	災害の発生ゼロを目指すもの
（△136件）
	①　掲示物の掲示中や棚の上にあるものを取ろうとした際の災害　

②　公用車のドアなどの開閉時の災害　
③　行事の準備・後片付け中のテントや机等による災害事例
④　職場の施設内移動中の災害
⑤　剪定・除草作業中の災害
⑥　ポリッシャー，ワックスがけの災害

⑦　病院での血液汚染事故

⑧  調理業務中の災害

	災害の発生をゼロに近づけるもの
（△30件）
	⑨  出張中の現場での移動中の災害
⑩　オートバイ，自転車等による通勤災害
⑪  ゴミ収集中の災害

	災害の発生を減らし軽症化を目指すもの

（△33件）
	⑫　訓練中の災害
⑬　スポーツ活動中の災害
⑭　故意の加害行為による災害
⑮　動物や昆虫による災害

	計

（△199件）
	



公務災害防止チェックシート
１　共　通
①　□　掲示物の張替えや棚の上の物を取る際には，必ず安定した足場を使用し，２人以上で作業させていますか。

②　□　公用車のドアの開閉の事故が多いことを周知し，開閉の際には自分や他人の体に注意させていますか。

③　□　行事で使用するテントの組立や撤収を行う際には，作業者にテントの使用方法や手順を理解させ，タイミングを合わせて作業するようにさせていますか。

④　□　机や椅子の準備や後片付けの際には，１人で多くの机や椅子を運搬せず，できるだけ２人で作業させていますか。また，作業時間に余裕をもたせてありますか。

⑤　□　職場の階段や廊下等で転倒や転落による事故が多発し，かつ重症度が高い（事故のうち約６割が骨折）ことを周知し，慌てたり，何かをしながら（書類を見ながら）歩行しないようにさせていますか。

⑥　□　職場内を巡回し，危険個所（雨や凍結ですべりやすくなる箇所，段差，過去に事故やヒヤリハットが発生した箇所等）の改善や注意喚起を行っていますか。

⑦　□　剪定や除草作業を行う際には，作業者に使用器具の使用方法を十分に理解させ，作業前にはミーティングを行うなど，作業手順を確認させていますか。
　　　　また，不安定な足場で作業させないようにしていますか。

⑧　□　ポリッシャーによる作業を行う際には，作業者に使用器具の使用方法を十分に理解させ，作業手順を確認させていますか。
　　　　また，ワックス後の床は，走行させないようにさせていますか。

⑨　□　出張先の現場の移動の際には，事前に現場環境（斜面の状況，段差の有無や側溝・水路の位置など）を十分に確認させ，作業前にはミーティングを行うなど，作業手順を確認させていますか。

⑩  □　通勤災害では，オートバイや自動二輪車，自転車による事故が多発していること，特に，雨や凍結，急ブレーキ時，カーブ走行時のスリップ事故が多いことを周知し，事故防止の注意喚起を行っていますか。
⑪　□　スポーツ活動の参加前には，各参加者が当日の体調に留意し，十分な準備運動を行った上で参加させるようにしていますか。
⑫　□　故意の加害行為に対して，対応マニュアルを整備するとともに，職員研修を実
施し，組織として適切な対応ができるようにしていますか。
13 □　犬の捕獲や蜂等の駆除を行う際には，事前に手順を確認させ，適切な装備によ
り行われていますか。
14 □　犬のいる家を訪問する際には，みだりに犬に近づいたり，鎖の届く範囲を歩行
させていませんか。また，室内犬など繋がれていない場合には，飼い主に隔離してさせてもらっていますか。
２　消防職員・警察職員
①　□　訓練参加者の選定に当たっては，メディカルチェックを事前に行い，訓練不適格者が除外されていますか。
②  □　訓練指導者は，訓練前に参加者の当日の体調を十分に把握し，無理のない訓練をさせていますか。
③　□　訓練指導者及び参加者は，ストレッチやテーピングに関する十分な知識を有し，訓練前にそれらが適切に実施されていますか。
④　□　無理のない訓練計画が作成され，訓練指導者や訓練参加者にその内容を十分に理解させていますか。
⑤　□　訓練指導者は，訓練参加者が受傷又は疾病を発症した場合に，救急措置に関する十分な知識を有し，重症化防止などの適切な対応ができますか。
３　清掃職員
①　□　ゴミの収集に当たっては，袋の中にガラス片や針金が含まれる場合もあり，それらにも対応できる服装や装備が装着されていますか。
②　□　清掃車から道路への飛降りや清掃車への飛乗りを禁止していますか。
③　□　ゴミ収集車の運転に当たっては，職員に交通ルールを遵守させ，事故防止が図られていますか。
４　調理員，保育所職員
　　
①　□　裁断機やミキサーなどによる切創事故が多いことを周知し，器具の正しい使用方法を十分に理解させていますか。
②　□  包丁は安定した場所に置き，他のものが当たって落下するようなことがないようにさせていますか。
③　□　調理場内には配管や器具などで足を引っ掛ける場所がないか点検がされていますか。
５　その他職員（医療）
1 □  針を持ったまま，他の動作を行わない（同時操作回避の原則）ことや慌てない

　で冷静に一つずつ取り組むこと（ひと呼吸の原則）を指導していますか。

2 □  使用後の注射針や縫合針のついた持針器を手渡しすることを避けるように指
　導していますか。

③　□  採血や点滴業務が早朝の繁忙時間帯に集中することを避け，ゆとりのある作業

　　　が行われるよう配慮されていますか。

④　□  注射や採血，点滴などの作業を行う際には，十分な明るさやゆとりのある作業
　スペースで行うよう指導していますか。

⑤　□　患者に事前に検査・処置内容を説明し，作業がスムーズに進むように協力を求めるとともに，患者の状態によっては複数で作業するよう指導していますか。

⑥　□　安全器材を導入するとともに，安全装置を正しく作動させる教育・研修を実施していますか。

⑦　□　リキャップをしないことが徹底されていますか。

⑧　□　使用後の注射器は使用者がその場で廃棄する（使用者廃棄の原則）が徹底されていますか。

⑨　□　病室などで注射や採血等を行う場合には，携帯用の専用廃棄容器を携行するよう指導していますか。

⑩　□　専用廃棄容器は，責任者を決めて満杯になる前に，早め早めの交換をするよう指導していますか。
公務災害・通勤災害の４割削減





平成22年度　462件→263件（△199件，△43.1％減）
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詳細は，基金広島県支部ホームーページを参照してください。


検索サイトで〔基金広島県支部〕で検索し，右のバナーの「公務災害の発生防止」→「よく発生する災害」に掲載しています。


　アドレスを直接入力する場合は次のとおりです。


http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/tihoukoumuinnsaigaihosyoukikinn/2265-40.html
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